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髄
に
関
す
る
診
療
は
当
院
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
病
院
の
整
形
外
科
で
は
、
定
期
的
な
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
や
検
討
会
を
実
施
し
て
お
り
、
施
設

間
の
連
携
は
極
め
て
密
に
、
か
つ
効
果
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
秋
、
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
も
連
携
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

―
―
更
新
さ
れ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
評
価
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
は
、
前
院
長
の
小

児
外
科
・
八
木 

実
教
授
主
導
の
も
と
、
当
院
と

久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
を
１
つ
の
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
こ
と
を
目
的
に
構
築
し

た
の
で
す
が
、
ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
の
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
稼
働
に
至
る
ま

で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

先
日
、
当
院
で
私
が
担
当
し
た
骨
粗
鬆
症
の

患
者
さ
ん
が
骨
折
で
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン

タ
ー
に
入
院
さ
れ
た
際
も
、
早
速
そ
の
患
者
さ
ん

の
診
療
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
の

診
療
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
私

自
身
、
新
シ
ス
テ
ム
を
十
分
に
使
い
こ
な
せ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
従
前
の
シ
ス
テ
ム
に
比

べ
、
機
能
性
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
診
療
デ
ー

タ
の
２
次
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

新
シ
ス
テ
ム
で
も
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
活
用
な
ど
、
診
療

デ
ー
タ
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
活
用
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
な
ど
、
今
後
の
病
院
の
展

望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
以
前
か
ら
医
師
会
と
の
連
携
を
緊

密
に
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
も
久
留
米
医
師
会

の
参
与
を
務
め
て
い
ま
す
。
従
来
の
病
病
、
病
診

連
携
だ
け
で
な
く
、
介
護
ま
で
含
め
た
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
当
院
と
し
て
も
こ
の
動
き
に
積
極
的
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
が
ん
診
療
拠

点
病
院
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
が
ん
医
療
で
も

地
域
医
療
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
で
す
。
現
在
、
多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
、

大
病
院
で
よ
り
も
自
宅
や
地
元
の
施
設
で
看

取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
強
く
、
当
院
と

し
て
も
高
度
な
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
緩
和
医
療
や
在
宅
医
療
と
の
連
携
が
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
に
応
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

■

久
留
米
大
学
病
院

大
学
が
有
す
る
２
病
院
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合
化

病
院
間
の
高
度
な
医
療
連
携
を
実
現
し
て
機
能
分
化
を
推
進

２つの大学病院のHIS統合・ベンダー変更に際して、
ノンカスタマイズ導入、VNAやDWH等の活用が
効率的、安全、低廉なシステム構築に繋がる
90年以上の長きにわたり、福岡県南部地域の中核医療施設として高度な医療を提供してきた久留米大学病院。
そして、同院の姉妹病院として、四半世紀以上、特長的な診療を展開してきている久留米大学医療センター。
この２施設では、2020年9月、HISを更新し、1システム・1サーバーによるシステム共同利用を開始した。
ベンダー変更を伴うシステム更新で常に懸案事項となるデータ移行に対し、極めて賢明な策を採ったことで成功に至った。
久留米大学病院の志波病院長、久留米大学医療センターの大川病院長らに、診療の現況とシステム更新について聞いた。

久留米大学病院
　＆久留米大学医療センター
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―
―
久
留
米
大
学
病
院
の
現
況
か
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

久
留
米
大
学
の
歴
史
は
１
９
２
８
年
（
昭
和

３
年
）
に
創
立
さ
れ
た
九
州
医
学
専
門
学
校
に

遡
り
、
以
来
、
臨
床
医
・
開
業
医
と
な
る
医
療

人
を
育
成
し
つ
つ
、
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
現
在
も
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
福
岡
県
に
は
医
学
部
を
有
す
る

大
学
が
４
つ
あ
り
ま
す
が
、
本
学
は
福
岡
県
南

部
の
久
留
米
市
を
中
心
に
佐
賀
県
東
部
、
大
分

県
西
部
、
熊
本
県
北
部
に
至
る
広
い
医
療
圏
、

約
１
０
０
万
人
の
住
民
に
対
す
る
地
域
医
療
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
は
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

特
定
機
能
病
院
と
し
て
極
め
て
高
度
な
先
進
医

療
の
実
践
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
お
り
、

そ
れ
が
大
き
な
特
長
と
い
え
ま
す
で
し
ょ
う
。

　

医
師
は
臨
床
研
修
医
を
含
め
て
６
０
３
名
、

看
護
師
は
１
０
９
８
名
、
そ
の
他
職
員
を
含
め
る

と
約
２
３
０
０
名
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
許
可
病

床
数
は
１
０
１
８
床
、
平
成
30
年
度
の
１
日
の
外

来
患
者
数
は
１
７
８
０
名
、
入
院
患
者
数
は

８
３
１
名
で
平
均
在
院
日
数
は
14
・
４
日
、
病
床

利
用
率
は
85
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
特
に
注
力
さ
れ
て
い
る
診
療
分
野
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

髄
に
関
す
る
診
療
は
当
院
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
病
院
の
整
形
外
科
で
は
、
定
期
的
な
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
や
検
討
会
を
実
施
し
て
お
り
、
施
設

間
の
連
携
は
極
め
て
密
に
、
か
つ
効
果
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
秋
、
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
も
連
携
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

―
―
更
新
さ
れ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
評
価
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
は
、
前
院
長
の
小

児
外
科
・
八
木 

実
教
授
主
導
の
も
と
、
当
院
と

久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
を
１
つ
の
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
こ
と
を
目
的
に
構
築
し

た
の
で
す
が
、
ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
の
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
稼
働
に
至
る
ま

で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

先
日
、
当
院
で
私
が
担
当
し
た
骨
粗
鬆
症
の

患
者
さ
ん
が
骨
折
で
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン

タ
ー
に
入
院
さ
れ
た
際
も
、
早
速
そ
の
患
者
さ
ん

の
診
療
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
の

診
療
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
私

自
身
、
新
シ
ス
テ
ム
を
十
分
に
使
い
こ
な
せ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
従
前
の
シ
ス
テ
ム
に
比

べ
、
機
能
性
が
大
変
高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

　

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
分
野
と
し
て
は
、
ま
ず

救
急
医
療
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
９
８
１
年
に
三

次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
開
設
。
１
９
９
０
年
か
ら
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
用
を
開
始
し
て
、
１
９
９
４
年
に
は
九
州
初
の

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
成
長
し
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
に
は
国
内
５
番
目
と
な
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
を
開
始
し
、２
０
１
６
年
に
は
医
師
、

看
護
師
同
乗
で
現
場
に
向
か
い
対
応
す
る
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
24
時

間
体
制
で
開
始
し
て
い
ま
す
。
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
の
搬
送
数
は
１
０
０
０

件
を
超
え
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
回
数
は
病
院

間
搬
送
を
含
め
約
３
０
０
回
に
も
上
り
ま
す
。
ま

た
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
当
院
は
、「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
（
高
度
型
）」
で
も
あ
り
、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
が
ん
医
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
―
久
留
米
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
姉
妹
施
設
と
も
い
え
る
施
設
で

す
が
、
当
院
が
高
度
な
医
療
提
供
が
必
要
な
超

急
性
期
医
療
を
メ
イ
ン
と
す
る
の
に
対
し
、
一
般

的
な
急
性
期
医
療
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
注
力
し
て
お
り
、
明
確
な
機
能
分
化
が
図

ら
れ
、
自
ず
と
性
格
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
が
主
任
教
授
職
を
務
め
る
整
形
外
科

で
は
、
関
節
系
の
診
療
を
同
医
療
セ
ン
タ
ー
が
担

当
し
、
高
度
外
傷
や
骨
軟
部
腫
瘍
、
脊
椎
や
脊

い
ま
す
。
当
院
で
は
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
診
療
デ
ー

タ
の
２
次
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

新
シ
ス
テ
ム
で
も
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
活
用
な
ど
、
診
療

デ
ー
タ
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
活
用
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
な
ど
、
今
後
の
病
院
の
展

望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
以
前
か
ら
医
師
会
と
の
連
携
を
緊

密
に
行
っ
て
お
り
、
私
自
身
も
久
留
米
医
師
会

の
参
与
を
務
め
て
い
ま
す
。
従
来
の
病
病
、
病
診

連
携
だ
け
で
な
く
、
介
護
ま
で
含
め
た
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
当
院
と
し
て
も
こ
の
動
き
に
積
極
的
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
が
ん
診
療
拠

点
病
院
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
が
ん
医
療
で
も

地
域
医
療
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
で
す
。
現
在
、
多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
、

大
病
院
で
よ
り
も
自
宅
や
地
元
の
施
設
で
看

取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
強
く
、
当
院
と

し
て
も
高
度
な
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
緩
和
医
療
や
在
宅
医
療
と
の
連
携
が
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
に
応
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

久
留
米
大
学
病
院

病
院
長

志
波
直
人
氏
に
聞
く

■

久
留
米
大
学
病
院

大
学
が
有
す
る
２
病
院
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
統
合
化

病
院
間
の
高
度
な
医
療
連
携
を
実
現
し
て
機
能
分
化
を
推
進

1982 年久留米大学医学部卒、同年同整形外科入
局。1991 年米国 Mayo 医科大学整形外科バイオ
メカニクス研究室留学、2004 年久留米大学病院リ
ハビリテーション部教授。2009 年 WHO ICD11 
Musculoskeletal Topic Advisory Group、2012
年久留米大学整形外科学教室 第 7 代主任教授に
就任。2018 年から久留米大学理事長特別補佐。
2020 年 4 月に久留米大学病院 病院長、現在に至
る。日独整形外科学会 日本代表。日本宇宙航空
環境医学会理事。日本運動器科学会理事。2018
年 ドイツ整形外科学会 corresponding member。

志波直人（しば・なおと）氏

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

高
橋

2

A
F11G

01
／

2
課

定
期

CC 2018

2101_CS02_2.indd   9 2021/01/15   2:26



C O V E R  S T O R Y

（    ）10新　医　療　2021年2月号

「
２
０
１
３
年
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
際
、
各
部
門

主
導
で
個
別
調
達
さ
れ
た
部
門
シ
ス
テ
ム
を
統

合
化
す
る
柱
と
な
っ
た
の
が
Ｍ
Ｗ
Ｈ
で
す
。
以

降
、
私
は
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
改
善
や

シ
ス
テ
ム
監
査
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
旧
シ
ス
テ
ム
で
は
、
個
別
最
適
は
達

成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
最
適
の
視
点
か

ら
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
１
つ
が
文
書
管
理
の
問
題
で
す
。
各
部
門
シ

ス
テ
ム
は
、
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同

時
に
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
文
書
管
理
の
水
準
が
部
門
シ
ス
テ

ム
毎
に
異
な
り
、
保
険
診
療
に
お
け
る
加
算
の

算
定
や
、
安
全
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
準
を

満
た
せ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
医
療
情

報
部
門
が
監
査
視
点
に
基
づ
き
、
組
織
横
断
的

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
全
体
最
適
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
の
課
題
と
し
て
は
、
同
一
法
人
内

に
あ
る
久
留
米
大
学
病
院
と
久
留
米
大
学
医
療

セ
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ー
の
シ
ス
テ
ム
が
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で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
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０
１
３
年
に
両
施
設
で
は
同
じ

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
医
事
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
が
、
患
者
Ｉ
Ｄ
は
別
々
で
両
施
設

の
連
携
は
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、久
留
米
地
区
は『
ア
ザ
レ
ア
ネ
ッ
ト
』や『
と

び
う
め
ネ
ッ
ト
』
な
ど
、
以
前
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
地
域
医
療
連
携
が
盛
ん
で
す
が
、『
ア
ザ

レ
ア
ネ
ッ
ト
』
で
は
久
留
米
大
学
病
院
は
情
報

　

久
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最
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テ
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テ
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ミ
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の
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携
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Ｗ
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築
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テ
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に
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テ
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や
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ん
だ
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し
、
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横
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的
に
検
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・
出
力
す
る
機
能
を
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え
た
こ

と
で
、
注
目
を
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め
た
。
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で
は
、
２
０
２
０
年
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月
、
同
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ス
テ

ム
を
更
新
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
難
し
か
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
と
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に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
適
応
し
た
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
病
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情
報
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テ
ム
を
構
築
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と
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す
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は
、

今
回
の
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テ
ム
更
新
に
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る
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的
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で
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る
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長
の
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。
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に
、
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療
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ー
は
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加
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な
ど
、
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単
位
で
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統
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対
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が
取
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て
い
な
い
こ
と
も
問
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で
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た
。
そ
こ
で
『
学
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法
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と
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テ
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を
統
合
し
、
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設
で
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１
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す
る
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制
が
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要
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で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
技
術
的
に
解
決
す
る
た
め

に
注
目
し
た
の
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

全
体
最
適
に
つ
い
て
述
べ
た
際
に
文
書
管
理
の

問
題
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
２
施
設
の
各
部
門
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
原
本
性
を
維
持
し

な
が
ら
、
新
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
保
存
・
移

行
す
る
に
は
、
デ
ー
タ
を
印
刷
し
た
イ
メ
ー
ジ

を
画
像
と
し
て
管
理
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ

ト
が
有
用
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
文
書

管
理
の
基
盤
を
考
え
た
時
、
医
療
法
の
施
行
規

則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
文
書
の
範
囲
に
、
い

わ
ゆ
る
Ｘ
線
画
像
等
も
法
律
上
は
含
ま
れ
ま

す
。
Ｘ
線
画
像
の
保
存
と
い
え
ば
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の

領
域
で
す
が
、
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
Ｖ
Ｎ
Ａ

で
す
。
Ｖ
Ｎ
Ａ
で
あ
れ
ば
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
当

然
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
や
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
い
っ
た
複

数
の
標
準
規
格
画
像
を
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
と
Ｖ
Ｎ
Ａ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
原
本
性
を
維
持
し
つ
つ

各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
診
療
デ
ー
タ
や
機
器
連
携

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
統
合
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。

2005年久留米大学医学部卒。久留米
大学医学部外科学講座小児外科部門
准教授、久留米大学病院医療情報セ
ンター 副センター長 兼 医療連携セン
ター 副センター長。社会医学系専門医
協会 指導医・専門医、日本病院会 病
院経営管理士、公認医療情報システム
監査人、認定ファシリティマネジャー。

七種伸行（さいくさ・のぶゆき）氏

久
留
米
大
学
病
院

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長

小
児
外
科
学
講
座
　
准
教
授

七
種
伸
行
氏
に
聞
く

すが、これが機能” 離断” となっ
てはいけません。そのため、2施
設では医療連携を積極的に行って
います。例えば、整形外科では整
形外科の主任教授でもある久留
米大学病院の志波病院長の下、
定期的に合同カンファランスや症
例検討会、医師同士のコンサル
テーション等を行っています。
　従来の電子カルテシステムや地
域医療連携システムでは、2施設
間の情報連携は、セキュリティや

マイズは極力せずに両院をパッ
ケージシステムによって共通化する
ようにしました。そのことにより、
旧システムと比べて扱いづらくなっ
た点も僅かながらありますが、操
作に慣れれば解決できると楽観視
しています。また、経営的にはシス
テム導入のコストを抑えていますし、
安定稼働にもつながっていると評
価しています。
――医療ITの活用も含め、今後の
センターの展望をお聞かせください。

個人情報保護の観点から一方通
行のものであったり、閲覧できる
診療情報が制限されるなどの制約
がありました。しかし、更新された新
しい電子カルテシステムは、2施
設を1つのシステムで結ぶものであ
り、どちらの病院からも患者の全
診療データをリアルタイムで参照す
ることができるので、これまで以上
に2施設間の医療連携が深まる
ものと期待しているところです。
　また、更新に際しては、カスタ

　久留米市では、KICS（久留米
市地域包括ケアシステム）の構築
と運用が進められています。これは、
くるめ診療情報ネットワーク「アザ
レアネット」などのIT技術を活用し、
医療施設だけでなく介護施設や薬
局、歯科等をネットワーク化して、
高齢社会での医療と健康を支えよ
うというものです。その中で当セン
ターは、久留米市南西部における
中核施設の役割を担うよう期待さ
れています。
　地域包括ケアシステムの一翼を
担うことも、今後の大学病院の大
きな使命であると考えています。当
センターは、今後も地域に根差し
た特色ある大学病院を目指してい
きます。

■

久
留
米
大
学
病
院
　
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

Ｖ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
よ
る
過
去
デ
ー
タ
の
移
行
に
よ
り

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
主
導
に
よ
る
ベ
ン
ダ
ー
変
更
を
実
現

久留米大学医療センターの
病院情報システム構成図。

「システム運用が異なる２施
設の情報システム統合に遣り
甲斐があった」と話す同セン
ター情報システム室の中村輝
正氏（写真上）。

久留米大学医療センター外観。久留米市
南西部の地域医療を担うとともに、同地域
のランドマークとして市民に親しまれている
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３
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Ｗ
Ｈ
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テ
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。
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管
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シ
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テ
ム
で
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。

と
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が
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管
理
の
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が
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門
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り
、
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療
に
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加
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の
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、
安
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の
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を
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と
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が
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。
こ
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に
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に
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を
進
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要
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。
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は
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は
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で
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の
連
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は
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は
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ま
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で
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』や『
と
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以
前
か
ら
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Ｔ
を
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し
た
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域
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連
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が
盛
ん
で
す
が
、『
ア
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で
は
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久
留
米
大
学
病
院
は
、
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０
１
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に

最
初
の
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子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
同

シ
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テ
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で
は
、
ミ
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を
活
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元
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す
る
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メ
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ジ
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ア
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（
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。
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50
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に
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だ
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積
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、
そ
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を

横
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的
に
検
索
・
出
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す
る
機
能
を
備
え
た
こ

と
で
、
注
目
を
集
め
た
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同
院
で
は
、
２
０
２
０
年
９
月
、
同
シ
ス
テ

ム
を
更
新
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
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し
か
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
と
共
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
適
応
し
た
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
話
す
の
は
、

今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
お
け
る
中
心
的
人
物

で
あ
る
医
療
情
報
セ
ン
タ
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副
セ
ン
タ
ー
長
の

七
種
伸
行
氏
で
あ
る
。

開
示
病
院
で
あ
る
の
に
、
久
留
米
大
学
医
療
セ

ン
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ー
は
不
参
加
で
あ
る
な
ど
、
法
人
単
位
で

の
統
一
し
た
対
応
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問

題
で
し
た
。
そ
こ
で
『
学
校
法
人
久
留
米
大
学
』

と
し
て
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
２
施
設
で
１
シ

ス
テ
ム
１
サ
ー
バ
ー
を
共
同
利
用
す
る
体
制
が

必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
技
術
的
に
解
決
す
る
た
め

に
注
目
し
た
の
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

全
体
最
適
に
つ
い
て
述
べ
た
際
に
文
書
管
理
の

問
題
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
２
施
設
の
各
部
門
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
原
本
性
を
維
持
し

な
が
ら
、
新
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
保
存
・
移

行
す
る
に
は
、
デ
ー
タ
を
印
刷
し
た
イ
メ
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ジ

を
画
像
と
し
て
管
理
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ

ト
が
有
用
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
文
書

管
理
の
基
盤
を
考
え
た
時
、
医
療
法
の
施
行
規

則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
文
書
の
範
囲
に
、
い

わ
ゆ
る
Ｘ
線
画
像
等
も
法
律
上
は
含
ま
れ
ま

す
。
Ｘ
線
画
像
の
保
存
と
い
え
ば
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の

領
域
で
す
が
、
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
Ｖ
Ｎ
Ａ

で
す
。
Ｖ
Ｎ
Ａ
で
あ
れ
ば
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
当

然
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
や
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
い
っ
た
複

数
の
標
準
規
格
画
像
を
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
と
Ｖ
Ｎ
Ａ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
原
本
性
を
維
持
し
つ
つ

各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
診
療
デ
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や
機
器
連
携

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
統
合
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。

――久留米大学医療センターの沿
革と概要からお聞かせください。
　当センターは、1994 年に旧厚
生省から国立久留米病院の移譲
を受け、久留米大学医療センター
として開院しました。現在の建物
は2006 年から2007年にかけ
て完成しましたが、ランドマークに
もなっている建築が美しい上に、
病室からの景観や医療機関として
の機能と療養環境および働く環
境への配慮がなされていることが

いてお聞かせください。
　“心が通い信頼される医療” を
理念に掲げ、筑後地区の中核施
設として長く地域医療を担ってきま
したが、当センターにある250床
の病床をより効率よく運営して地
域のニーズに応えることを目指し、
大学病院との機能分化を進めるた
めに新しい運営方針を2015年に
打ち出しました。それは、久留米
大学病院が超急性期医療に注力
するのに対して、当センターは “小
さな総合病院” としてではなく “特
色ある大学病院” として、①一般
急性期医療、②回復期リハビリ
テーション、③慢性疾患の診療、
④特定疾患の手術を担う病院を目
指すというものでした。
　最も機能分化が進んでいるの
が、整形外科の領域です。2008
年にはすでに、整形外科・関節外
科センターを創設して下肢の関節
手術を行ってきましたが、2015 年

高く評価され、日本医療福祉建築
協会から2010 年度の医療福祉
建築賞を受賞しており、スタッフの
自慢にもなっています。
　許可病床数は250床、スタッ
フは医師51名、看護師171名を
含め、全員で351名（2020 年 4
月1日現在）が勤務しており、
2019年度の外来延患者数は約9
万 7000 名、入院延患者数は約
7万4000名に及びます。
――同センターの診療の特徴につ

以降はスポーツ整形の領域も含
め、全身の関節外科部門に特化
した診療を行っています。股関節を
はじめとした人工関節手術は全国
でも有数の症例数を誇り、全国各
地から患者さんが受診に訪れてい
ます。
　回復期リハビリテーション診療
についても当センターの施設は充
実していることから、1日の入院患
者数の半数以上が整形外科及び
回復期リハビリテーションに関する
患者さんです。このように、整形
外科・リハビリテーション診療に
おいて、包括的かつ明確に機能分
化がなされている施設は他に見ら
れず、同分野における全国のトップ
モデルであると自負しています。
――2020 年 9月に更新した電子
カルテシステムへの所感をお聞か
せください。
　前述のとおり、当センターは大
学病院との機能分化を進めていま

久留米大学病院 病院長の志波氏と同じ整形外科学教室の教授を務めながら
2019年4月に久留米大学医療センターの病院長に就任した大川孝浩氏。
氏に同センターの医療の現況と、新病院情報システムへの期待等について聞いた。

久留米大学医療センター
病院長

大川孝浩氏に聞く
おおかわ・たかひろ

病院情報システム統合により地域医療連携機能を強化し、
地域の中核施設として“特色ある大学病院”を目指す

旧電子カルテシステムから、過去の診療データの過半を印刷イメージとしてVNAに移行。
ビューワーや機器連携機能を含む統合プラットフォームを構成する。構造化データは統合
DWHに移行して、横断的な検索性を担保している。

学校法人久留米大学におけ
る病院情報システム共同利
用概念図。医師法と個人情
報保護法を遵守しながら、施
設の責任分界点を明確化し、
地域連携にも積極的な関与
を行っている。

1986 年久留米大学医学部卒。同年同大学医学部整形外科入局。2003
年～ 2004 年米国ベーラー医科大学留学、2008 年久留米大学医学部整
形外科准教授。2015 年から久留米大学医学部整形外科学講座／久留
米大学医療センター整形外科・関節外科センター教授、2019 年より現職。
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久留米大学病院の病院情報システム構成図。電子カルテシステム「MegaOakHR」とDWH、VNA（統合プラットホーム）等の基幹システム以外にも、
多数のシステムをNECの更新範囲（緑色地）としている。

た
こ
と
で
、
ベ
ン
ダ
ー
間
の
デ
ー
タ
保
全
・
移

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
旧
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
内
に
あ
る
過
去
７
年
半
の
デ
ー
タ

の
内
、記
事
や
オ
ー
ダ
ー
控
え
等
の
印
刷
イ
メ
ー

ジ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
Ｖ
Ｎ
Ａ
に
、
構
造
化
デ
ー

タ
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
そ
れ
ぞ
れ
間
接
移
行
し
ま
し
た
。

『M
egaO

akH
R

』
へ
の
直
接
移
行
は
業
務
効
率

化
目
的
と
し
、
対
象
を
基
本
情
報
や
病
名
、
直

近
１
年
分
の
オ
ー
ダ
ー
等
に
限
定
し
ま
し
た
。

移
行
作
業
で
は
、
病
院
側
が
管
理
責
任
を
負
う

マ
ス
タ
の
不
整
合
等
が
大
き
く
影
響
し
ま
す

が
、
直
接
移
行
す
る
デ
ー
タ
量
を
絞
っ
た
結
果
、

こ
れ
ら
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ
と
な
く
デ
ー

タ
移
行
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
毎
日
診
療
デ
ー
タ
の
間

接
移
行
を
自
動
実
施
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
の
再
変
更
が
生

じ
て
も
、
1
年
以
内
の
更
新
が
可
能
な
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
医
療
機
器
接

続
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
Ｖ
Ｎ
Ａ
が
機

能
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
整

備
に
よ
り
、
全
体
最
適
か
ら
外
れ
た
機
器
や
シ

　
一
方
で
、
構
造
化
デ
ー
タ
は
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
先
行
導

入
し
て
、
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
移
行
や

保
全
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
Ｖ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
は
旧
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
Ｍ
Ｗ
Ｈ
の
実
質
的
後
継
で
あ
り
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
一
体
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
定
義
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
契
約
窓

口
を
集
約
し
、医
療
情
報
部
門
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
容
易
な
体
制
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
、
名
乗

り
を
挙
げ
た
ベ
ン
ダ
ー
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
し
た
」

　

２
０
２
０
年
９
月
、
同
院
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH

R

（
メ
ガ

オ
ー
ク
エ
イ
チ
ア
ー
ル
）」
を
中
核
と
し
た
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
た
。
七
種
氏
は
、
久

留
米
大
学
病
院
が
臨
床
重
視
の
施
設
で
あ
る
以

上
、
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
は
持
続
可

能
性
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
久
留
米
大
学
医

療
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
利
用
も
踏
ま
え
、
で
き

る
限
り
シ
ン
プ
ル
に
、 

環
境
変
化
に
対
応
で
き

る
低
廉
か
つ
拡
張
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る

た
め
、ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
導
入
を
目
指
し
た
。 

ま
た
、
各
ベ
ン
ダ
ー
が
前
述
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

に
賛
同
す
る
こ
と
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
入
の

前
提
条
件
と
し
て
臨
ん
だ
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ

て
、
デ
ー
タ
移
行
時
に
費
用
面
の
ト
ラ
ブ
ル
は

ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
七
種
氏
は
話
す
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
ベ
ン
ダ
ー
と

し
た
こ
と
と
、
旧
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
を
含
め

て
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
十
分
コ

ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
く
れ
た
上
で
契
約
で
き

ス
テ
ム
は
、
そ
も
そ
も
選
択
で
き
な
く
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
」

　

旧
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
構
築
し
た
重
症

熱
型
表
を
さ
ら
に
進
め
、「M

egaO
akH

R

」
の

重
症
病
棟
機
能
（
重
症
チ
ャ
ー
ト
）
で
全
Ｉ
Ｃ

Ｕ
を
標
準
化
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る

と
七
種
氏
は
話
す
。 

「
重
症
チ
ャ
ー
ト
は
、『M

egaO
akH

R

』
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
機
能
を
強
化
さ
せ
る
べ
く
当
院
と
共
同

開
発
し
た
も
の
で
す
。
久
留
米
大
学
ス
ペ
シ
ャ

ル
で
は
な
く
、
学
会
標
準
を
意
識
し
た
シ
ス
テ

ム
開
発
が
で
き
た
点
は
、
双
方
に
と
っ
て
有
益

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
機
能
で
あ
る

た
め
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
等
の
標
準
機
能
が
利

用
可
能
で
す
。
ま
た
、
例
え
ば
今
後
、
久
留
米

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
が
急
性
期
医
療
の
強
化
を

求
め
ら
れ
た
時
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
環
境
さ
え
あ

れ
ば
、
即
座
に
重
症
チ
ャ
ー
ト
を
利
用
で
き
る

な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
可
能
な
シ
ス
テ

ム
環
境
を
実
現
で
き
ま
し
た
」

　

な
お
、
２
０
２
０
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-　
19
の

影
響
で
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
更
新
を

中
止
や
延
期
し
た
医
療
機
関
が
多
か
っ
た
の
に

対
し
、
久
留
米
大
学
の
シ
ス
テ
ム
更
新
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
七
種
氏
は
話
す
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
当
初
よ
り
、
今
回
の
更
新

は
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
に
向
け
た

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
で
あ
る

と
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
感
染
症
対
策

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
並
行
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
導
入
を
技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
も
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
シ
ス
テ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
、
七
種

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
～
３
年
後
に
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
内
視
鏡
等
の
画

像
系
部
門
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
控
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
、
古
い
紙
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
な
ど
も
今
後
進
め
て
い
く

べ
き
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
終
わ
る
頃
、
医
学
部
臨

床
研
究
棟
が
築
40
年
、
大
学
病
院
外
来
棟
が
築

30
年
、
そ
し
て
久
留
米
大
学
が
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
情
報

部
門
で
可
能
な
準
備
を
進
め
て
お
き
た
い
で
す

ね
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
Ｖ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の

整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後
は
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
と
通
信
技
術
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
か
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

■

久
留
米
大
学
病
院
　
看
護
部

パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
看
護
業
務
の
標
準
化
推
進 

新
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
よ
り
看
護
記
録
の
充
実
化
を
図
る 

病院情報システムのサーバー群。多くのシステムが仮
想サーバー上で稼働。ハードウェアの効率的な運用
に貢献している。

旧
シ
ス
テ
ム
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
の
構
築
を
実
施

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH
R

」
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た
こ
と
で
、
ベ
ン
ダ
ー
間
の
デ
ー
タ
保
全
・
移

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
旧
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
内
に
あ
る
過
去
７
年
半
の
デ
ー
タ

の
内
、記
事
や
オ
ー
ダ
ー
控
え
等
の
印
刷
イ
メ
ー

ジ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
Ｖ
Ｎ
Ａ
に
、
構
造
化
デ
ー

タ
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
そ
れ
ぞ
れ
間
接
移
行
し
ま
し
た
。

『M
egaO

akH
R

』
へ
の
直
接
移
行
は
業
務
効
率

化
目
的
と
し
、
対
象
を
基
本
情
報
や
病
名
、
直

近
１
年
分
の
オ
ー
ダ
ー
等
に
限
定
し
ま
し
た
。

移
行
作
業
で
は
、
病
院
側
が
管
理
責
任
を
負
う

マ
ス
タ
の
不
整
合
等
が
大
き
く
影
響
し
ま
す

が
、
直
接
移
行
す
る
デ
ー
タ
量
を
絞
っ
た
結
果
、

こ
れ
ら
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
こ
と
な
く
デ
ー

タ
移
行
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
毎
日
診
療
デ
ー
タ
の
間

接
移
行
を
自
動
実
施
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
の
再
変
更
が
生

じ
て
も
、
1
年
以
内
の
更
新
が
可
能
な
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
医
療
機
器
接

続
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
Ｖ
Ｎ
Ａ
が
機

能
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
整

備
に
よ
り
、
全
体
最
適
か
ら
外
れ
た
機
器
や
シ

　
一
方
で
、
構
造
化
デ
ー
タ
は
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
先
行
導

入
し
て
、
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
移
行
や

保
全
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
Ｖ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
は
旧
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
Ｍ
Ｗ
Ｈ
の
実
質
的
後
継
で
あ
り
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
一
体
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
定
義
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
契
約
窓

口
を
集
約
し
、医
療
情
報
部
門
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
容
易
な
体
制
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
、
名
乗

り
を
挙
げ
た
ベ
ン
ダ
ー
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
し
た
」

　

２
０
２
０
年
９
月
、
同
院
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH

R

（
メ
ガ

オ
ー
ク
エ
イ
チ
ア
ー
ル
）」
を
中
核
と
し
た
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
た
。
七
種
氏
は
、
久

留
米
大
学
病
院
が
臨
床
重
視
の
施
設
で
あ
る
以

上
、
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
は
持
続
可

能
性
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
久
留
米
大
学
医

療
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
利
用
も
踏
ま
え
、
で
き

る
限
り
シ
ン
プ
ル
に
、 

環
境
変
化
に
対
応
で
き

る
低
廉
か
つ
拡
張
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る

た
め
、ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
導
入
を
目
指
し
た
。 

ま
た
、
各
ベ
ン
ダ
ー
が
前
述
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

に
賛
同
す
る
こ
と
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
入
の

前
提
条
件
と
し
て
臨
ん
だ
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ

て
、
デ
ー
タ
移
行
時
に
費
用
面
の
ト
ラ
ブ
ル
は

ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
七
種
氏
は
話
す
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
ベ
ン
ダ
ー
と

し
た
こ
と
と
、
旧
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
を
含
め

て
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
十
分
コ

ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
く
れ
た
上
で
契
約
で
き

ス
テ
ム
は
、
そ
も
そ
も
選
択
で
き
な
く
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
」

　

旧
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
構
築
し
た
重
症

熱
型
表
を
さ
ら
に
進
め
、「M

egaO
akH

R

」
の

重
症
病
棟
機
能
（
重
症
チ
ャ
ー
ト
）
で
全
Ｉ
Ｃ

Ｕ
を
標
準
化
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る

と
七
種
氏
は
話
す
。 

「
重
症
チ
ャ
ー
ト
は
、『M

egaO
akH

R

』
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
機
能
を
強
化
さ
せ
る
べ
く
当
院
と
共
同

開
発
し
た
も
の
で
す
。
久
留
米
大
学
ス
ペ
シ
ャ

ル
で
は
な
く
、
学
会
標
準
を
意
識
し
た
シ
ス
テ

ム
開
発
が
で
き
た
点
は
、
双
方
に
と
っ
て
有
益

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
機
能
で
あ
る

た
め
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
等
の
標
準
機
能
が
利

用
可
能
で
す
。
ま
た
、
例
え
ば
今
後
、
久
留
米

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
が
急
性
期
医
療
の
強
化
を

求
め
ら
れ
た
時
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
環
境
さ
え
あ

れ
ば
、
即
座
に
重
症
チ
ャ
ー
ト
を
利
用
で
き
る

な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
可
能
な
シ
ス
テ

ム
環
境
を
実
現
で
き
ま
し
た
」

　

な
お
、
２
０
２
０
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-　
19
の

影
響
で
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
更
新
を

中
止
や
延
期
し
た
医
療
機
関
が
多
か
っ
た
の
に

対
し
、
久
留
米
大
学
の
シ
ス
テ
ム
更
新
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
七
種
氏
は
話
す
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
当
初
よ
り
、
今
回
の
更
新

は
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
に
向
け
た

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
で
あ
る

と
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
感
染
症
対
策

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
並
行
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
導
入
を
技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
も
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
シ
ス
テ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
、
七
種

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
～
３
年
後
に
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
内
視
鏡
等
の
画

像
系
部
門
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
控
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
、
古
い
紙
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
な
ど
も
今
後
進
め
て
い
く

べ
き
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
終
わ
る
頃
、
医
学
部
臨

床
研
究
棟
が
築
40
年
、
大
学
病
院
外
来
棟
が
築

30
年
、
そ
し
て
久
留
米
大
学
が
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
情
報

部
門
で
可
能
な
準
備
を
進
め
て
お
き
た
い
で
す

ね
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
Ｖ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の

整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後
は
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
と
通
信
技
術
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
か
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
看

護
部 

看
護
師
長
で
看
護
情
報
担
当
の
後
藤
恵
美

子
氏
は
話
す
。

「
２
施
設
で
は
、
か
つ
て
同
じ
ベ
ン
ダ
ー
の
同
じ

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
が
、
稼
働
開

始
時
期
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
運
用
法
や
記

録
内
容
に
若
干
の
差
異
が
生
じ
て
い
て
、
そ
れ

を
無
く
す
た
め
の
す
り
合
わ
せ
を
担
当
者
と
念

入
り
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
更
新
で
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
前
提
で
し

た
の
で
、
早
目
に
看
護
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
理
解
し
、
シ
ス
テ
ム
に
運
用
を
合
わ
せ
て
院

内
の
看
護
業
務
の
標
準
化
と
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
目
標
に
、
月
に
２
回
Ｗ
Ｇ
を
開
催
し
て
運

用
法
の
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｇ
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
担
当
者
に
病
院
側
の
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
考
え
や
意
図
を
伝
え
、
シ
ス

テ
ム
的
に
ど
れ
だ
け
運
用
法
で
カ
バ
ー
す
れ
ば

良
い
の
か
等
、
病
棟
・
外
来
で
の
最
適
な
運
用

法
に
つ
い
て
一
緒
に
検
討
し
て
も
ら
え
ま
し
た
」

　

シ
ス
テ
ム
更
新
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
て
実
施
。
そ
れ
で
も
、

当
初
の
予
定
か
ら
遅
れ
る
こ
と
な
く
稼
働
に
こ

　

久
留
米
大
学
病
院 

看
護
部
で
は
、
看
護
師
約

１
０
０
０
名
に
加
え
、
看
護
補
助
者
約
90
名
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
約
60
名
が
看
護
業
務
に
就
い

て
い
る
と
看
護
部
管
理
室 

副
看
護
部
長
の
山
本

都
江
氏
は
話
す
。

「
看
護
部
で
は
、『
患
者
さ
ん
の
人
権
と
意
思
を

尊
重
し
、
安
全
で
思
い
や
り
の
あ
る
看
護
を
提

供
致
し
ま
す
』
と
い
う
理
念
の
下
、
今
年
度
は

特
に
『
チ
ー
ム
で
奏
で
る
安
全
と
思
い
や
り
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
チ
ー
ム
医

療
を
意
識
し
た
看
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
で
も

そ
れ
は
同
様
で
、
チ
ー
ム
医
療
を
強
く
意
識
し

て
シ
ス
テ
ム
構
築
の
作
業
を
進
め
ま
し
た
」

　

更
新
す
る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ

製
「M

egaO
akH

R

」
に
決
ま
っ
た
後
の

２
０
１
９
年
５
月
に
は
、更
新
に
際
し
て
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
組
織
。
久
留
米

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
看
護
師
長
を
含
む

２
名
の
看
護
師
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
更
新
後

「クリニカルパスの稼働率 50％を
達成するなど、新システム稼働
では、多くの看護師が積極的
に活動してくれました」と話す
看護部管理室 副看護部長の
山本都江氏。

久
留
米
大
学
病
院

看
護
部
管
理
室
　
副
看
護
部
長

山
本
都
江
氏

看
護
部
　
看
護
情
報
担
当
看
護
師
長

後
藤
恵
美
子
氏
に
聞
く

■

久
留
米
大
学
病
院
　
看
護
部

パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
看
護
業
務
の
標
準
化
推
進 

新
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
よ
り
看
護
記
録
の
充
実
化
を
図
る 

更
新
１
年
以
上
前
か
ら
Ｗ
Ｇ
を
組
織
し

入
念
に
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
法
を
検
討

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH
R

」
①

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
見
据
え
て

次
期
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
想
を
練
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

電子カルテシステムを外来で操作する七種伸行氏。システムの
効率化と安定稼働を実現するため、ノンカスタマイズでのシステ
ム運用を実施している。
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C O V E R  S T O R Y

（    ）14新　医　療　2021年2月号

久留米大学病院

所在地：福岡県久留米市旭町 67 番地
許可病床数：1018( 一般 965 ／精神 53) 
病院長：志波直人

久留米大学病院 記録委員会が作成した看護経過と看護記録の作成概念図。電子カルテシステム「MegaOakHR」
の機能を活用し、看護業務を効率化しながら精度の高い看護記録の作成を実現している。

「M
egaO

akH
R

」
稼
働
後
の
評
価
に
つ
い
て
、

山
本
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
看
護
部
で
は
、
当
初
か
ら
看
護
の
プ
ロ
セ
ス
が

見
や
す
く
、
実
践
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、『M

egaOakH
R

』で
は
、

元
々
、
看
護
計
画
と
患
者
目
標
が
見
や
す
い
シ

ス
テ
ム
だ
っ
た
こ
と
へ
の
評
価
は
高
か
っ
た
で
す

テ
ム
操
作
や
看
護
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
」

　

看
護
部
で
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
操
作
に
慣
れ

る
た
め
、
週
に
１
度
〝
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
〟

を
開
催
し
て
、
看
護
部
内
で
の
シ
ス
テ
ム
の
操

作
法
の
習
熟
に
努
め
て
い
る
と
後
藤
氏
は
話
す
。

「
新
シ
ス
テ
ム
は
機
能
が
豊
富
な
の
で
、
各
部
署

で
新
た
に
発
見
・
習
得
し
た
便
利
な
運
用
法
や

操
作
法
を
看
護
部
内
で
共
有
化
す
る
た
め
に
担

当
者
が
集
ま
り
、会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。毎
週
、

新
し
い
発
見
が
あ
り
、
運
用
法
の
改
善
や
効
率

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　

山
本
氏
は
、「M

egaO
akH
R

」
の
さ
ら
な
る

機
能
の
充
実
化
を
希
望
し
て
い
る
。

「
退
院
時
看
護
要
約
／
看
護
情
報
提
供
書
の
作

成
を
自
動
化
す
る
機
能
な
ど
を
、
ぜ
ひ
標
準
化

機
能
と
し
て
採
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
全
国

に
数
多
く
い
る
『M

egaO
akH
R

』
ユ
ー
ザ
ー

の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
新
機
能
を

Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
は
ど
ん
ど
ん
追
加
し
て
も
ら
い
、
よ

り
使
い
や
す
い
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
発
展

さ
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
山
本
氏
は
話
す
。

「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
感
染
者
を
出
さ
ぬ
よ
う
、
万
全

の
対
策
を
立
て
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
の
看
護
師
へ
の
シ
ス
テ

ム
運
用
に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て
も
、
会
議
室

等
に
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
行
う
の
で
は
な
く
、
直

接
医
療
現
場
で
指
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

ね
。
看
護
業
務
の
標
準
化
に
際
し
て
は
、

M
ED
IS

の
看
護
実
践
用
語
標
準
マ
ス
タ
ー
を
採

用
す
る
な
ど
の
工
夫
も
行
い
ま
し
た
が
、

『M
egaO

akH
R

』
に
は
、
旧
シ
ス
テ
ム
に
は
な

い
カ
ー
デ
ッ
ク
ス
機
能
に
よ
っ
て
、
入
院
患
者
さ

ん
の
状
態
や
、
看
護
計
画
と
患
者
目
標
、
ケ
ア

予
定
や
指
示
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
一
画
面
で
把
握

す
る
機
能
が
あ
り
、
便
利
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
稼
働
し
て
日
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
、
操

作
に
不
慣
れ
な
点
や
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
機

能
等
も
あ
り
ま
す
が
、
新
シ
ス
テ
ム
の
性
能
に

つ
い
て
は
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

後
藤
氏
は
、「M

egaO
akH
R

」
稼
働
後
の
成

果
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
稼
働
前
か
ら
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
、
各
職
種
が
協
力
し
て
作
業
を
行
っ
た
こ
と

で
『M

egaO
akH
R

』
の
機
能
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
運
用

に
関
し
て
は
稼
働
開
始
直
後
か
ら
稼
働
率
が

50
％
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
既
に
旧
シ
ス
テ

ム
運
用
時
と
同
等
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
で
看
護
業
務
の
運

用
が
標
準
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
看
護
師
が

他
の
部
署
に
応
援
に
赴
く
際
も
負
担
な
く
シ
ス

「新電子カルテシステムには、
退院サマリー作成の自動化な
ど、今後も看護業務を支援する
機能拡張を続けてほしい」と話
す看護部 看護情報担当看護
師長の後藤恵美子氏。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
積
極
的
に
活
用 

今
後
は
さ
ら
な
る
新
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